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マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
月
６
日
（
木
）
、
校
内
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
朝
は
厳
し
い
冷
え
込
み
で

し
た
が
、
晴
れ
間
も
あ
り
、
マ

ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
の
授
業
で
培
っ
た
持
久

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環

境
の
も
と
、
１
・
２
年
生
あ
わ

せ
て
男
子

56

名
、
女
子

64

名

が
ス
タ
ー
ト
の
音
と
と
も
に
、

元
気
よ
く
走
り
出
し
ま
し
た
。

自
分
の
た
め
に
１
秒
で
も
速

く
、
ク
ラ
ス
の
た
め
に
１
つ
で

も
順
位
を
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。 

                   

 ・
個
人
の
部
（
男
子
） 

優
勝 

前
田 

黎
志 

２
位 

坂
口 

航
大 

３
位 

前
田 

隆
乃
介 

・
個
人
の
部
（
女
子
） 

優
勝 

宮
脇 

り
の 

２
位 

藤
岡 

結
愛 

３
位 

海
金 

輝
叶 

・
総
合
の
部 

ク
ラ
ス
総
合
優
勝 

２
年
２
組 

男
子
総
合
優
勝 

２
年
１
組 

女
子
総
合
優
勝 

２
年
２
組 

 

同
窓
会
入
会
式

卒
業
生
表
彰
式

 
２
月

27

日
（
木
）
、
第

48

回

同
窓
会
入
会
式
並
び
に
卒
業
生

表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。 

 

同
窓
会
入
会
式
で
は
、
横
田
辰

雄
同
窓
会
長
様
か
ら
お
言
葉
を

賜
り
、
同
窓
会
へ
入
会
を
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
表
彰
式
で
は
、
学
業
成

績
優
秀
者
と
３
カ
年
皆
勤
者
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

・
学
業
成
績
優
秀
者 

 
 

１
組 

利
根
川 

准
菜 

 
 

２
組 

岡
田 

咲
良 

 
 

２
組 

北
島 

さ
つ
き 

・
３
カ
年
皆
勤
者 

 
 

１
組 

牛
尾 

綺
良
莉 

第
48

卒
業
証
書
授
与
式 

２

月

28

日
（
金
）、
第

48

回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
前
週
ま
で
の
寒
波

は
緩
み
、
当
日
は
麗
ら
か
な
天

候
の
中
、
63

名
の
卒
業
生
を

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 神

河
町
長
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

ご
祝
辞
と
ご
祝
意
を
賜
り
ま

し
た
。 

 

齋
藤
校
長
先
生
は
式
辞
で
、

校
訓
の
「
自
主
・
創
造
・
勤
勉
」

に
触
れ
、
卒
業
後
、
自
分
で
考

え
行
動
す
る
責
任
の
大
き
さ
、

新
た
な
視
点
を
持
っ
た
発
想

の
大
切
さ
、
不
断
の
努
力
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
卒
業
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

  

送
辞
に
お
い
て
、
在
校
生
を

代
表
し
て
松
岡
百
花
さ
ん
は
、

部
活
動
や
学
校
行
事
で
の
先

輩
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
と

述
べ
ま
し
た
。 

 

答
辞
に
お
い
て
、
卒
業
生
代

表
の
青
山
季
溜
さ
ん
は
、
３
年

間
の
学
校
生
活
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
卒
業
を
機
に

そ
れ
ぞ
れ
に
進
む
道
を
歩
む

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

48
回
生
に
と
っ
て
、
感
動

的
な
卒
業
式
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
関
係
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 
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夢を発見し、実現する学校 

神崎高校ＨＰ 

はこちら↑ 

校長より 

 ３月は、１年の学校生活を締めくくる時期です。また、次のステージへの準備を整えていく時期でもあります。３

年生が卒業し、寂しい気持ちも束の間、まもなく新入生が入学してきます。卒業式の式辞では、本校の校訓である「自

主・創造・勤勉」について話をしました。勤勉について「勤勉は喜びを生み、信用を生み…(中略)…勤勉の習性を身

につけるためには、まず日々を勤勉に務める努力がいる…(後略)。」といった内容の話をしました。このことは、卒業

生に限らず、在校生のみなさんや私たちにも言えることだと思います。日々を勤勉に務める努力をすることで、人生

に喜びがうまれ、他からの信用が得られると信じています。在校生のみなさんには、日々勤勉に過ごせる神崎高校生

であることを願っています。 

 

 

 


